
「健康長寿達成を支える老年医学推進5か年計画」に基づく取り組み

⽼年医学会の活動指針として2018年「健康⻑寿達成を⽀える⽼年医学推進5か年計画」を策定。
認知症は重点項⽬「認知症への効果的な早期介⼊と社会的施策の推進」として取り上げられた。
2021年5か年計画に関して⾃⼰評価を実施。認知症の取り組みについては順調な進捗とした。
2024年「第⼆次健康⻑寿達成を⽀える⽼年医学推進5か年計画」を開始。認知症は引き続き重点項⽬とした。
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取り組み紹介

認知症施策推進基本計画に対する意⾒
提出
認知症基本計画の検討段階で、認知症施策推進関係
者会議に対して意⾒提出を⾏い、さらに素案に対し
てパブリック・コメントの募集に対しても意⾒提出
を⾏いました。
認知症への取組として以下を提案しました。
①認知症の複雑性に基づくアプローチ
予防やニーズへの⽀援にあたっては、認知症を様々
な障害や問題が複雑に相互作⽤する複雑系として捉
え、包括的かつ多職種協働で⾏っていく
②認知症とフレイル
フレイルは介護・認知症予防という観点だけでなく、
認知症の⼈の⼊院の危険性を減らす、進⾏抑制とい
う観点においても重要であり、フレイル対策を進め
ていく
③先端技術を活⽤した認知症⽀援の推進
⾼齢者医療・介護に伴う多くの課題解決には先端技
術が必要

「新型コロナウイルス感染症による
⾼齢者医療・介護への影響調査」
報告書公表
⽼年医学会では多くの関係団体の協⼒を頂き、
コロナ禍における認知症の⼈への影響を評価す
る実態調査をこれまで3度にわたり実施してき
ました。報告書を⽼年医学会ホームページ上で
公開しました。また、第4回調査を実施中です。
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